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先進地事務調査について 

 

「学校配置計画を含めた将来的な教育環境の整備」及び「障がい福祉事業の今後の課

題解決の方策」に関する調査を行う。 

 

１ 概要 

（１） 学校配置計画を含めた将来的な教育環境の整備について 

次期芽室町立小中学校配置計画（令和９年度～）の検討が始まることを踏まえ、

小中連携教育の現況について事務調査を行い、本町の今後を見据えた教育環境のあ

り方等について、議論の参考とするものである。 

（２） 障がい者福祉事業の今後の課題解決の方策について 

   本町では、障がい者福祉計画にのっとり、様々な事業を展開しているとともに、

多くの課題を認識し、改善に向けて取り組む方針を打ち出している。ゾーニングを

前提とした施設整備を検討している中、効果的な施設のあり方、事業の構築の仕方

などを視察し、今後の議論の参考とするものである。 

 

２ 視察先 

（１） 学校配置計画を含めた将来的な教育環境の整備について 

  ・小中一体型義務教育学校「当別町立とうべつ学園」（当別町下川町 125番地） 

   平成 29 年度から町内すべての学校で「併設型」小中一貫教育を開始し、小中学

校間の交流を推進。令和４年４月から一体型義務教育学校「とうべつ学園」を開校

した。 

（２） 障がい者福祉事業の今後の課題解決の方策について 

  ・社会福祉法人ゆうゆう（当別町六軒町 70番地 18） 

   町内各所に障がい福祉サービス事業所を展開し、幅広い世代の支援を行っている。 

 

３ 日程 

  令和４年１０月４日（火） 

 

４ 予算 

  ・旅費（常任委員会・その他費用弁償）  ２１千円 

  ・使用料及び賃借料（バス借上料）   １４３千円 

  ・旅費（職員旅費）            ２千円   合計 １６６千円 
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５ 派遣委員等 

№ 所属等 氏名 備考 

１ 厚生文教常任委員会 委員長 渡 辺  洋一郎 議会運営委員 

２ 厚生文教常任委員会 副委員長 黒 田  栄 継 議会運営委員 

３ 厚生文教常任委員会 委員 橋 本  和 仁  

４ 厚生文教常任委員会 委員 堀 切    忠  

５ 厚生文教常任委員会 委員 正 村  紀美子 議会運営副委員長 

６ 厚生文教常任委員会 委員 柴 田  正 博  

７ 厚生文教常任委員会 委員 西 尾  一 則  

８ 厚生文教常任委員会 委員 常 通  直 人 副議長 

９ 芽室町議会事務局  局長 安 田  敦 史  

 

６ 行程 

１０月４日（火） 

5:50 芽室町役場 発 

 （小型バス 移動） 

9:30 とうべつ学園 

11:30 （小型バス 移動） 

12:00 昼食（ぺこぺこの畑） 

13:00 （小型バス 移動） 

13:30 社会福祉法人ゆうゆう 

（場所：共生型地域福祉ターミナル） 

 ① 法人概要説明 

 ② 放課後等デイサービスセンターamaririsu 

 ③ グループホーム清瀬マンション 

 ④ 障がい者総合相談支援センターnanakamado 

 ⑤ 共生型地域福祉ターミナル 

15:30 （小型バス 移動） 

18:30 芽室町役場 着 

※社会福祉法人ゆうゆうの視察は「共生型地域福祉ターミナル」において①～⑤の 

事業所担当者による説明・質疑応答を行う。 

 



芽室町議会厚生文教常任委員会 先進地事務調査質問項目 

 

 当別町立とうべつ学園  

 事務調査項目：学校配置計画を含めた将来的な教育環境の整備について 

 

【質問項目】 

① 小中一貫教育導入の経緯 

・導入のきっかけ、導入を検討した時期 

・導入に向けての組織形態・構成員 

・義務教育学校を選択した背景 

 

② 小中一貫教育の円滑な推進 

・教職員への理解促進 

・地域への理解促進に向けた周知などの取組 

・コミュニティスクールとの関わり 

 

③ 併設型小中一貫教育導入後の効果と課題 

・西当別小・中学校の現況と今後の課題及び方針 

 

④ 義務教育学校開設による効果と課題 

・とうべつ学園の現況と今後の課題及び方針 

 

⑤ 少子化が与える学校形態・学校配置計画への影響 

  



 社会福祉法人ゆうゆう(他関連施設)  

事務調査項目：障がい者福祉事業の今後の課題解決の方策について 

 

【質問項目】 

 

法人全体 

① 施設や拠点が分散されていることのメリット(『地域を創る』発想との関連

性) 

②施設を一か所に集約させなかった理由 

③利用者の属性(町内者・町外者の割合、年齢構成など) 

④町との関連性(補助金をはじめとした支援など) 

⑤各施設の利用状況及び需給バランス(ニーズに対するサービス・施設の過不足

など) 

⑥ ボランティアをはじめとする関係人口の拡大に対する取組 

⑦ 利用者および利用者家族からの評価と今後の課題 

 

放課後等デイサービスセンターamaririsu 

① 「地域で暮らす」イメージをどのようにサービス提供と結び付けているのか 

② 地域住民との関わり、理解促進に向けた取組 

 

グループホーム清瀬マンション 

① 「ユニット型（共同住居）」「個別支援型（単独）」「ショートステイタイプ」

それぞれの利用状況、入居待機状況 

② 地域とのつながり 

③ 災害時等の対応 

 

障がい者総合相談支援センターnanakamado 

① 障がい者の高齢化の問題に対する取組 

② 関係機関との連携・ネットワークづくり 

 

共生型地域福祉ターミナル 

① ボランティア資源を有効活用するための具体的取組 

② 年齢や障がいの種別を越えた｢地域住民の交流｣の具体的内容 

③ コロナ禍で工夫されていること 


